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日
　
本
　
私
　
法
　
学
　
会
　
会
　
報

□
　
日
本
私
法
学
会
第
七
五
回
大
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
御
出
席
く
だ
さ
い
。

一
　
期
　
　
日
　
　
二
〇
一
一
年
一
〇
月
九
日
（
日
）、
一
〇
日
（
月
）

二
　
場
　
　
所
　
　
神
戸
大
学
法
学
部
（
〒
六
五
七
―
八
五
〇
一
神
戸
市
灘
区
六
甲
台
町
二
―
一
）

三
　
学
会
次
第

Ⅰ
　
研
究
報
告
（
一
〇
月
九
日
、
午
前
一
〇
時
〜
午
後
五
時
二
〇
分
）

�

第
一
部
会

ア
「
慰
謝
料
の
現
代
的
課
題
」

兵
庫
県
立
大
学
教
授

齋
　
藤
　
　
　
修

イ
「
損
害
賠
償
調
整
の
法
的
構
造

―
過
失
相
殺
に
お
け
る
『
損
害
軽
減
義
務
』
概
念
の
導
入
に
関
す
る
一
考
察
」

近
畿
大
学
准
教
授

長
谷
川
　
義
　
仁

ウ
「
事
業
遂
行
者
の
責
任
規
範
と
責
任
原
理

―
使
用
者
責
任
と
そ
の
周
辺
問
題
に
関
す
る
再
検
討
」

東
北
大
学
准
教
授

中
　
原
　
太
　
郎

エ
「
市
場
秩
序
と
消
費
者
保
護

―
断
定
的
判
断
の
提
供
法
理
を
め
ぐ
る
思
想
の
ね
じ
れ
」

新
潟
大
学
専
任
講
師

牧
　
　
　
佐
智
代

オ
「
三
角
関
係
型
不
当
利
得
に
お
け
る
事
実
上
の
受
領
者
の
保
護
」

香
川
大
学
准
教
授

瀧
　
　
　
久
　
範

�

第
二
部
会

ア
「
法
律
上
の
親
子
関
係
の
構
成
原
理

―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
親
子
関
係
法
の
展
開
を
手
が
か
り
と
し
て
」

京
都
大
学
准
教
授

木
　
村
　
敦
　
子

イ
「
可
分
債
権
の
相
続
と
遺
産
管
理
」

金
沢
大
学
准
教
授

宮
　
本
　
誠
　
子
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ウ
「
詐
害
行
為
取
消
権
に
関
す
る
試
論

―
外
国
法
に
よ
る
債
権
法
改
正
案
の
検
証
」

岡
山
理
科
大
学
准
教
授

中
　
西
　
俊
　
二

エ
「
売
買
に
お
け
る
買
主
の
追
完
請
求
権
の
基
礎
づ
け
と
内
容
確
定

―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
売
買
法
の
現
代
化
を
手
が
か
り
と
し
て
」

神
戸
大
学
准
教
授

田
　
中
　
　
　
洋

オ
「
米
国
契
約
法
理
論
に
お
け
る
フ
ォ
ー
マ
リ
ズ
ム
の
展
開
と
日
本
の
企
業
間
取
引
契
約
」

三
菱
商
事
株
式
会
社
法
務
部

小
　
林
　
一
　
郎

�

第
三
部
会

ア
「
わ
が
国
に
お
け
る
敵
対
的
買
収
と
防
衛
策
に
関
す
る
法
ル
ー
ル
の
形
成
に
つ
い
て
」

名
古
屋
大
学
准
教
授

松
　
中
　
　
　
学

イ
「
企
業
買
収
と
対
象
会
社
従
業
員
と
の
関
係
」

京
都
学
園
大
学
専
任
講
師

原
　
　
　
弘
　
明

ウ
「
グ
ル
ー
プ
再
編
に
か
か
わ
る
取
締
役
の
経
営
判
断
と
『
会
社
の
機
会
』」

大
阪
府
立
大
学
准
教
授

古
　
川
　
朋
　
雄

エ
「
友
好
的
買
収
の
場
面
に
お
け
る
取
締
役
に
対
す
る
規
律
」

東
北
大
学
准
教
授

白
　
井
　
正
　
和

オ
「
株
主
の
会
社
経
営
者
等
に
対
す
る
直
接
的
な
責
任
追
及
」

神
戸
学
院
大
学
専
任
講
師

宮
　
崎
　
裕
　
介

�

第
四
部
会

ア
「
内
部
統
制
に
関
す
る
情
報
開
示
制
度
の
意
義
と
課
題

―
米
国
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
に
お
け
る
認
証
に
伴
う
経
営
者
の
責
任
を
中
心
と
し
て
」

流
通
経
済
大
学
准
教
授

梅
　
村
　
　
　
悠

イ
「
企
業
の
不
祥
事
と
取
締
役
の
民
事
責
任

―
法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
を
中
心
に
」

小
樽
商
科
大
学
准
教
授

南
　
　
　
健
　
悟

ウ
「
会
社
法
の
も
と
に
お
け
る
デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ス
ワ
ッ
プ
」

日
本
大
学
教
授

松
　
嶋
　
隆
　
弘

エ
「
株
主
平
等
原
則
の
謎

―
会
社
法
一
〇
九
条
一
項
の
解
釈
論
と
し
て
」

立
命
館
大
学
教
授

村
　
田
　
敏
　
一

Ⅱ
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
一
〇
月
九
日
、
昼
食
後
〜
）

Ａ
　
テ
ー
マ
「
担
保
法
の
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
そ
の
教
育
」

報
告
者
　
　
明
治
学
院
大
学
教
授

加
賀
山
　
　
　
茂

司
会
者
　
　
名
古
屋
大
学
教
授

千
　
葉
　
恵
美
子

Ｂ
　
テ
ー
マ
「
非
営
利
法
人
に
関
す
る
法
の
現
状
と
課
題
」

報
告
者
・
司
会
者
　
　
京
都
大
学
教
授

佐
久
間
　
　
　
毅
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Ｃ
　
テ
ー
マ
「
商
法
・
会
社
法
の
立
法
過
程
に
見
ら
れ
る
基
本
的
な
考
え
方
の
変
化
に
つ
い
て

―
機
関
・
資
金
調
達
を
め
ぐ
る
改
正
を
中
心
に
」

報
告
者
・
司
会
者
　
立
教
大
学
教
授

松
　
井
　
秀
　
征

＊

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
つ
少
人
数
の
参
加
者
が
自
由
に
討
論
す
る
形
で
進
行
す
る
研
究
会
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
は
一
五
名
程
度
に
限
定
し
、

参
加
者
全
員
が
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
参
加
者
の
決
定
は
、
会
場
へ
の
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
本
年
度
大
会
へ
の
出
欠
葉
書
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
記
入
欄
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
参
加
者
の
数
を
推
計
す
る
た
め
の
も
の
で
参
加
資
格
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。
右
の
テ
ー
マ
に
御
関
心
の
あ
る
方
々
は
、
予

め
参
考
文
献
に
目
を
通
し
た
う
え
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
昼
休
み
の
時
間
帯
を
利
用
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
者
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
場
で
昼

食
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
昼
食
終
了
後
、
直
ち
に
報
告
・
討
論
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ⅲ
　
日
本
私
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
〇
月
一
〇
日
、
午
前
九
時
半
〜
午
後
五
時
）

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
消
費
者
契
約
法
の
一
〇
年
」

司
会
　
早
稲
田
大
学
教
授

瀬
　
川
　
信
　
久

東
京
大
学
教
授

河
　
上
　
正
　
二

１
　
消
費
者
契
約
法
の
一
〇
年

―
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨

一
橋
大
学
教
授

松
　
本
　
恒
　
雄

２
　
消
費
者
契
約
法
の
私
法
体
系
上
の
独
自
性

―
一
〇
年
の
経
験
と
課
題

一
橋
大
学
准
教
授

角
　
田
　
美
穂
子

３
　
契
約
締
結
過
程
の
規
律
の
進
展
と
消
費
者
契
約
法

早
稲
田
大
学
教
授

後
　
藤
　
巻
　
則

４
　
消
費
者
契
約
法
一
〇
条
の
生
成
と
展
開

京
都
大
学
教
授

山
　
本
　
　
　
豊

５
　
消
費
者
契
約
法
に
お
け
る
不
当
条
項
リ
ス
ト
の
現
状
と
課
題

法
政
大
学
准
教
授

大
　
澤
　
　
　
彩

６
　
適
格
消
費
者
団
体
に
よ
る
差
止
請
求
に
関
す
る
諸
問
題

京
都
大
学
教
授

笠
　
井
　
正
　
俊

７
　
消
費
者
契
約
法
の
一
〇
年
と
今
後
の
課
題

―
―
民
法
債
権
法
改
正
と
の
関
係
を
含
め
て

一
橋
大
学
教
授

松
　
本
　
恒
　
雄

＊
　
各
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
添
の
資
料
（
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
五
八
号
、
九
五
九
号
抜
刷
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
不
当
利
得
法
の
現
状
と
展
望
」

司
会
　
神
戸
大
学
教
授

磯
　
村
　
　
　
保

１
　
不
当
利
得
法
の
全
体
像

―
給
付
利
得
法
の
位
置
づ
け
を
中
心
に

京
都
大
学
教
授

松
　
岡
　
久
　
和

２
　
侵
害
利
得
法

龍
谷
大
学
教
授

川
　
角
　
由
　
和

３
　
支
出
利
得
法

大
阪
大
学
教
授

平
　
田
　
健
　
治
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４
　
不
当
利
得
法
の
対
第
三
者
関
係

北
海
道
大
学
教
授

藤
　
原
　
正
　
則

５
　
不
当
利
得
法
と
要
件
事
実

京
都
地
方
裁
判
所

吉
　
川
　
慎
　
一

＊
　
各
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
添
の
資
料
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
二
八
号
抜
刷
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
会
社
法
改
正
の
理
論
と
展
望
」

司
会
　
早
稲
田
大
学
教
授

江
　
頭
　
憲
治
郎

１
　
総
論

早
稲
田
大
学
教
授

江
　
頭
　
憲
治
郎

２
　
会
社
法
制
と
資
本
市
場

―
解
釈
論
上
の
問
題
点
を
踏
ま
え
て

早
稲
田
大
学
教
授

上
　
村
　
達
　
男

３
　
企
業
統
治

京
都
大
学
准
教
授

齊
　
藤
　
真
　
紀

４
　
企
業
結
合

名
古
屋
大
学
教
授

中
　
東
　
正
　
文

５
　
株
式
、
資
金
調
達
、
計
算

早
稲
田
大
学
教
授

尾
　
崎
　
安
　
央

６
　
自
主
規
制
と
会
社
法

―
証
券
取
引
所
に
よ
る
上
場
会
社
規
制
を
中
心
と
し
て

関
東
学
院
大
学
准
教
授

河
　
村
　
賢
　
治

＊
　
各
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
添
の
資
料
（
旬
刊
商
事
法
務
一
九
四
〇
号
抜
刷
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

Ⅳ
　
総
会
（
一
〇
月
一
〇
日
、
午
後
一
二
時
〜
一
二
時
三
〇
分

四
　
注
意
事
項

�

開
始
・
終
了
時
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

昼
食
の
必
要
な
方
は
、
予
め
同
封
の
葉
書
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
弁
当
・
一
食
一
〇
〇
〇
円
）。
お
申
込
み
は
、
出
欠
の
御
返
事
と
と
も
に
、
同
封
の
葉

書
で
九
月
二
二
日
（
木
）
ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
必
着
。
延
着
の
場
合
に
は
、
昼
食
の
手
配
は
い
た
し
兼
ね
ま
す
）。
な
お
、
一
度
お
申
込
み
に
な
っ

た
弁
当
の
代
金
は
、
昼
食
が
御
不
要
に
な
っ
た
場
合
に
も
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

□
　
日
本
私
法
学
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

＊
　
日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
の
申
請
に
つ
い
て

日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
大
会
か
ら
個
別
報
告
審
査
制
度
が
導
入
さ
れ
、
個
別
報
告
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
の
上
、
理
事
会
に
お
い
て

個
別
報
告
を
行
う
者
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
い
て
個
別
報
告
を
希
望
さ
れ
る
会
員
は
、「
日
本
私
法
学
会
個
別
報
告
審
査
規
則
」
及
び
「
日
本
私
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法
学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
に
関
す
る
規
程
」（
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
日
理
事
会
決
定
）
を
よ
く
お
読
み
に
な
り

(

日
本
私
法
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い)

、
個
別
報
告
の

資
格
要
件
等
に
つ
い
て
ご
確
認
の
上
、
個
別
報
告
の
申
請
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
日
本
私
法
学
会
事
務
局
ま
で
、

な
る
べ
く
メ
ー
ル
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
私
法
学
会
事
務
局
　
　
幹
事
　
加
　
毛
　
　
　
明

〒
一
一
三
―
〇
〇
三
三
　
東
京
都
文
京
区
本
郷
七
―
三
―
一
　
東
京
大
学
法
学
部
研
究
室
内

TEL

〇
三
（
五
八
四
一
）
三
一
三
一
（
法
学
部
研
究
室
受
付
）

FAX

〇
三
（
五
八
四
一
）
三
一
六
一

E
-M
ail
a-kam

o@
j.u-tokyo.ac.jp
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時　間　割

第
　
４

第
　
３

第
　
２

第
　
１

部
　
会
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各駅から神戸大学六甲台キャンパスまでの所要時間の目安
阪急六甲から JR六甲道から JR新神戸から

タクシー 5分 10分 20分
バ　　ス 12分 18分

新幹線駅から
新神戸駅から 新大阪駅から
地下鉄「新神戸」 JR「新大阪」

↓（約2分） ↓（約30分）
地下鉄「三宮」 JR「六甲道」
阪急神戸線に乗換
阪急「三宮」

↓（約8分）
阪急「六甲」

＊ 新神戸駅からタクシーをご
利用の場合、「六甲台キャン
パス神戸大学正門前」まで
で約20分・2000円程度で
す。

空港・新幹線駅からの乗換案内
空港から

伊丹空港から 神戸空港から
モノレール「大阪国際空港」 ポートライナー「神戸空港」

↓（約3分） ↓（約20分）
モノレール「蛍池」 ポートライナー「三宮」
阪急宝塚線に乗換 JR神戸線に乗換
阪急「蛍池」 JR「三ノ宮」

↓（約15分） ↓（約5分）
阪急「十三」 JR「六甲道」

阪急神戸線に乗換
阪急「十三」

↓（約30分）
阪急「六甲」

＊ 三宮・大阪へは、リムジン
バスもご利用いただけます。

案　内　図
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神戸大学六甲台キャンパスへのアクセス


